
　　《
研
究
ノ
ー
ト
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
、
国
際
連
合
憲
章
上
最
も
問
題
を
起
し
て
き
た
の
は
第
二
七
条
第
三
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（安
全
保
障

理
事会
の
非
手
続
的
事
項
の
表
決
）
」
に
お
い
て
五
常
任
理
事
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
が
有
す
る
拒
否
権
で
あ
ろ
う
。

　
　拒
否

権と
国
際
連
合
に
お
け
る
新
動
向
　
　
　
拒
否
権
の
濫
用
と
い
う
事
が
屡
々
い
わ
れ
る
・
確
か
三
九
五
四
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迄
に

拒
否権
の
行
使
は
六
四
回
に
及
び
、
ソ
連
が
六
二
回
、
仏
蘭
西
が
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

長

谷

和
高
　

行
使し
た
。
米
英
華
三
国
は
未
だ
拒
否
権
を
行
使
し
て
い
な
い
。
国
際
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
に
お
け
る
少
数
派
た
る
ソ
連
の
頻
繁
な
反
対
投
票
は
納
得
で
き
る
が
、
他
の

　
一
　
序
。
　
国
際
連
合
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
に
な
ろ
う
と
す
る
が
、
　
三
大
国
は
今
迄
一
度
も
ソ
連
と
同
じ
様
に
反
対
投
票
を
し
た
事
が
な
い
の
だ

こ
の
間
、
拒
否
権
ほ
ど
直
接
又
は
間
接
に
絶
え
ず
問
題
と
な
っ
た
も
の
は
な
　
　
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
は
誰
も
が
抱
く
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
ソ
連
と
同
じ
程
頻

い
。
そ
こ
で
拒
否
権
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
何
故
、
又
如
何
に
し
て
設
け
　
　
繁
に
自
由
主
義
的
列
強
も
反
対
票
を
投
じ
て
来
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
其

ら
れ
た
か
。
そ
れ
か
ら
憲
章
成
立
後
、
拒
否
権
が
安
全
保
障
理
事
会
の
表
決
　
　
等
の
反
対
票
は
拒
否
権
行
使
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

手
続
にど
う
い
う
新
動
向
を
も
た
ら
し
た
か
、
又
、
平
和
及
び
安
全
の
維
持
　
　
　
そ
れ
は
第
二
七
条
第
三
項
に
於
る
表
決
の
二
重
構
造
性
か
ら
来
る
。
　
「
他
　
　
一

にど
う
い
う
新
動
向
を
も
た
ら
し
た
か
を
略
述
し
て
、
最
後
に
、
近
く
予
想
　
　
の
凡
て
の
事
項
に
関
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
決
定
は
常
任
理
事
国
の
同
意
　
7
4

さ
れ
る
憲
章
変
更
の
た
め
の
全
体
会
議
で
拒
否
権
は
ど
う
い
う
改
正
を
受
け
　
　
投
票
を
含
む
七
理
事
国
の
賛
成
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
」
と
い
う
此
の
規
　
　
一

よ
う
と
し
て
い
る
か
の
問
題
に
つ
き
簡
潔
に
述
べ
て
見
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
定
は
、
決
議
の
採
択
に
は
該
理
事
会
構
成
国
の
一
一
分
の
七
の
多
数
と
五
常

　
二

　
拒
否権
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
拒
否
権
と
は
「
全
会
一
致
制
」
の
　
　
任
理
事
国
の
全
会
一
致
と
の
合
致
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
意
味
す
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
へ

下
に

おけ
る
反
対
の
意
思
表
示
で
あ
る
。
多
数
の
意
思
が
そ
の
ま
ま
全
体
の
　
　
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
反
対
の
表
決
が
何
れ
か
四
国
以
下
の
場
合
勿
み
が
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

意
思
であ
る
と
い
う
擬
制
－
即
ち
「
多
数
決
原
則
」
1
が
国
内
法
上
一
　
　
全
会
一
致
制
の
作
用
す
る
範
囲
と
な
り
、
反
対
の
表
決
が
何
れ
か
の
五
国
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

股
化さ
れ
た
今
日
、
拒
否
権
は
少
数
派
の
単
独
阻
止
権
と
も
い
え
よ
う
。
　
　
　
上
の
範
囲
に
お
い
て
は
こ
の
全
会
一
致
制
の
競
合
な
く
、
多
数
決
制
度
の
単

　
必
ずし
も
表
決
上
の
権
利
た
る
事
を
要
し
な
い
事
は
、
沿
革
上
、
紀
元
前
　
　
独
作
用
だ
け
で
決
議
が
不
成
立
と
な
る
の
で
あ
る
。
自
国
に
同
調
し
て
反
対

五
世
紀
に
ロ

ー
マ
の
弓
民
ぴ
ロ
目
陥
。
芭
6
宮
。
。
（
護
民
官
）
が
ω
自
巴
ロ
ψ
と
呂
㌣
　
　
票
を
投
ず
べ
き
他
の
何
れ
か
の
三
国
を
確
保
し
え
ぬ
場
合
そ
の
少
数
派
た
る

σ
q芭
冨
言
Q
。
の
決
定
に
対
し
て
な
し
た
投
票
に
よ
ら
ぬ
反
対
意
思
表
示
・
三
　
　
×
国
の
反
対
投
票
は
拒
否
権
行
使
と
な
り
、
一
方
、
自
国
の
反
対
に
同
調
す

権
分
立
の
現
米
国
憲
法
上
、
大
統
領
が
有
す
る
対
立
法
府
拒
否
権
等
で
明
ら
　
　
る
他
の
何
れ
か
の
四
国
を
確
保
し
得
る
何
れ
か
の
大
国
の
同
じ
反
対
投
票
は

か

であ
る
が
、
国
際
連
合
憲
章
に
お
い
て
も
改
正
憲
章
の
批
准
（
一
〇
八
条
、
　
拒
否
権
行
使
と
称
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
ソ
連
の
実
行
を
拒
否
権
の

一
〇

九
条

Yに
おけ
る
五
大
国
の
拒
否
権
は
表
決
上
の
権
利
で
は
な
い
。
し
　
　
濫
用
と
称
す
る
事
は
必
ず
し
も
正
当
な
非
難
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ



が
国
際
連
合
安
全
保
障

理
事
会
の
表
決
に

お
け
る
拒
否
権
の
特
徴
で
あ
り
、
　
　
ト
が
ソ
連
を
連
合
国
中
の
大
立
物
と
し
て
国
際
連
合
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
し

一
般
国
際
法
上
国
家
が
有
する
「
主
権
行
使
の
自
由
の
尊
重
を
受
け
る
権
　
　
た
時
、
ソ
連
が
制
裁
に
対
す
る
③
汀
o
言
甘
」
目
苫
巳
這
を
含
め
て
西
欧
諸
国

利
」
の
反
映
と
し
て
国
際
聯
盟
全
加
盟
国
が
も
っ
た
拒
否
権
と
異
る
点
で
あ
　
　
一
致
の
圧
力
に
対
す
る
単
独
拮
抗
権
を
要
求
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
方
、

る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
国
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
聯
盟
設
立
に
お
け
る
畢
生
の
、
努
力
に
も
拘
ら
ず
上
院

　
三

　
拒
否権
は
何
故
、
又
如
何
に
し
て
設
け
ら
れ
た
か
。
国
際
聯
盟
に
お
　
　
の
批
准
を
得
ら
れ
ぬ
た
め
「
聯
盟
を
捨
子
に
し
た
」
経
験
が
あ
る
。
同
内
組

い
て

は

加
盟
国
が
四

二
国
から
六
〇
国
に
及
ん
だ
に
も
拘
ら
ず
表
決
の
一
般
　
　
織
上
既
に
日
声
亨
ω
雷
合
な
甘
烏
2
巴
c
・
w
°
・
9
日
を
も
ち
、
一
応
ロ
旦
2
6
ξ

原
則と
し
て
全
会
一
致
制
を
採
用
し
た
の
で
、
聯
盟
総
会
又
は
理
事
会
の
決
　
　
が
可
能
で
あ
る
た
め
国
内
事
項
の
留
保
に
特
に
関
心
が
深
く
、
依
然
孤
立
主

議
の

成
立
及
び
実
効
的
迅
速
的
活
動
が大
い
に
阻
害
さ
れ
た
。
そ
こ
で
国
際
　
　
義
的
傾
向
が
強
い
上
院
の
性
質
、
及
び
批
准
に
要
す
る
上
院
の
困
難
な
表
決

連合
の
新
設
に
際
し
て
、
国
際
連
合
の
活
動
を
容
易
に
す
る
た
め
、
原
則
と
　
　
　
（
三
分
の
二
）
を
考
慮
し
て
、
国
務
省
は
国
際
連
合
へ
の
参
加
成
立
を
容
易

し
て
多
数
決
制
を
採
用
し
、
唯
五
大
国
に
の
み
拒
否
権
を
留
保
す
る
事
に
し
　
　
に
す
る
た
め
特
に
上
院
の
同
意
を
え
易
い
戦
争
酎
の
最
申
に
憲
章
を
討
議
可

た
。
此
の
留
保
は
、
国
際
平
和
及
び
安
全
の
維
持
が
第
一
に
少
数
の
実
力
あ
　
　
決
す
る
と
共
に
、
対
上
院
筥
。
冨
民
§
合
と
し
て
多
数
決
制
の
一
般
的
採
用

る
大
国
の
主
要
な
責
任
に
帰
せ
ら
る
べ
き
事
、
第
二
に
（
第
二
次
大
戦
中
に
　
　
と
併
せ
て
対
遮
的
に
拒
否
権
留
保
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

実
証さ
れ
た
如
く
）
大
国
間
利
害
関
係
の
一
致
の
上
に
打
立
て
ら
れ
ね
ば
な
　
　
　
小
国
に
は
憲
章
上
拒
否
権
が
留
保
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
桑
港
会
議
に
お
い
　
7
5

ら
ぬ
事
を
理
由
と
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
当
然
小
国
の
激
し
い
反
対
・
国
家
平
等
権
の
主
張
が
起
っ
た
が
、
戦
時
申
　
一

　
然し
更
に
検
討
す
る
と
拒
否
権
留
保
の
動
機
は
次
の
如
ー
で
あ
る
。
先
づ
　
　
で
あ
り
又
大
国
が
戦
後
国
際
機
構
不
成
立
の
不
利
益
を
説
得
し
た
の
で
、
結

ソ
連
は
倫
敦
宣
言
（
一
九
一
五
）
に
違
反
す
る
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
ヴ
ス
ク
単
　
　
局
小
国
に
よ
る
何
ら
の
改
訂
も
受
け
ず
に
大
国
の
拒
否
権
留
保
は
成
立
し
た

独
講
和
条
約

（
一九
一
八
）
の
締
結
、
帝
政
時
代
公
債
不
払
の
声
明
及
び
赤
　
　
の
で
あ
る
。

色
政体
の
採
用
を
理
由
に
西
欧
諸
国
か
ら
永
い
間
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
が
、
　
　
　
四
　
か
く
て
成
立
し
た
拒
否
権
は
其
の
後
安
全
保
障
理
事
会
の
表
決
手
続

ヒ
ト
ラ
ー
内
閣
成
立
（
一
九
三
三
）
と
な
る
や
欧
州
均
勢
に
対
し
て
破
壊
的
　
　
に
ど
ん
な
新
動
向
を
も
た
ら
し
た
か
。

な

「中
欧
の
優
勢
」
を
抑
え
る
た
め
ソ
連
の
国
際
聯
盟
加
盟
が
西
欧
諸
国
に
　
　
　
第
一
に
此
の
全
会
一
致
制
に
お
い
て
棄
権
・
欠
席
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ

よ
り
認
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
加
盟
か
ら
五
年
後
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
、
　
た
。
憲
章
成
立
当
初
は
、
何
れ
か
の
大
国
の
棄
権
又
は
欠
席
は
大
国
の
一
致

ソ
雰
戦
争
の
発
生
（
一
九
三
九
）
は
当
然
に
、
日
・
伊
の
侵
略
に
対
す
る
そ
　
　
を
妨
げ
る
か
ら
非
手
続
事
項
に
関
す
る
該
理
事
会
の
決
議
は
成
立
し
な
い
と

れ
迄
の

微
温
的
措
置と
は
全
く
不
権
衡
に
、
「
当
事
者
を
除
い
た
全
会
一
致
」
　
　
解
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
っ
た
。
然
る
に
其
の
後
、
該
理
事
会
に
お
け
る
慣

（
規約
一
六
条
四
項
）
に
よ
る
聯
盟
の
ソ
連
追
放
と
な
っ
た
。
然
も
聯
盟
に
　
　
行
は
聯
盟
に
お
け
る
先
例
を
参
酌
し
て
、
棄
権
又
は
欠
席
を
議
決
権
の
放
棄

おけ
る
追
放
は
こ
の
一
例
の
み
。
故
に
第
二
次
大
戦
末
期
に
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
　
　
或
は
賛
否
の
明
確
な
意
思
表
示
を
せ
ざ
る
消
極
的
賛
成
と
見
て
、
明
確
な
反



対
の
意
思
表
示
た
る
拒
否
権
行
使
と
は
性
質
を
異
に
す
る
か
ら
、
決
議
の
成
　
　
信
じ
ら
れ
て
来
た
事
で
あ
る
。
今
や
該
理
事
会
の
事
実
上
殆
ん
ど
凡
て
の
決

立
は

妨
げら
れ
な
い
と
解
す
る
様
に
な
っ
た
。
聯
盟
六
〇
ヵ
国
の
9
鱒
艮
・
　
　
議
は
遵
守
の
法
的
義
務
な
き
器
8
日
日
。
ロ
合
⇔
声
§
で
あ
る
か
ら
拘
束
力
免

目
」
這
と
連
合
中
五
力
国
の
9
艮
日
＃
∨
と
は
取
扱
い
が
異
る
べ
き
だ
と
い
　
　
除
の
問
題
は
生
じ
な
く
な
っ
た
。

う
批
判
は
あ
る
が
、
と
に
角
此
の
慣
行
的
解
釈
の
確
立
に
よ
っ
て
安
全
保
障
　
　
　
第
二
に
憲
章
第
二
七
条
第
二
項
が
一
時
脱
漏
し
か
け
た
事
で
あ
る
。
二
重

理
事
会
の

決議
の
成
立
は
容
易
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拒
否
権
の
問
題
は
直
接
憲
章
か
ら
で
は
な
く
、
桑
港
会
議
主
催
国
の
憲
章
解

　
然る
に
、
普
通
、
多
数
決
に
お
い
て
は
棄
権
又
は
欠
席
は
決
議
が
成
立
す
　
　
釈
に
関
す
る
「
共
同
声
明
」
第
二
部
か
ら
生
じ
る
。
故
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
．

れ
ば
そ

れ
に

従う
も
の
と
解
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
国
際
連
合
の
此
の
慣
行
　
　
ソ
連
代
表
は
共
同
声
明
第
二
部
第
一
項
及
び
第
二
項
前
段
に
掲
げ
る
手
続
事

は

成
立し
た
決
議
の
効
力
が
成
立
の
際
棄
権
又
は
欠
席
を
な
し
た
大
国
に
は
　
　
項
の
類
推
発
見
の
注
意
義
務
を
な
お
ざ
り
に
し
、
第
二
項
後
段
の
み
を
拡
張

及
ば
な

いと
す
る
。
こ
こ
に
法
理
論
上
問
題
が
生
じ
る
。
即
ち
決
議
が
法
的
　
　
解
釈
す
る
事
に
よ
っ
て
如
何
な
る
事
項
に
関
し
て
も
先
決
問
題
e
器
罵
日
（
，

拘
束
力を
も
つ
場
合
（
四
一
条
・
四
二
条
・
其
の
他
連
合
内
部
組
織
事
項
）
、
　
　
冨
昌
直
器
臣
8
）
1
あ
る
事
項
が
手
続
的
か
非
手
続
的
か
の
問
題
1
の

非
常
任

理
事国
に
選
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
該
理
事
会
に
お
い
て
議
決
権
を
　
　
決
定
を
試
み
う
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
が
大
国
の
合
ロ
ず
一
。
き
8
或
は
菩
・

すら
享
有
し
な
い
多
く
の
小
国
が
自
国
の
参
加
せ
ぬ
決
議
に
拘
束
さ
れ
る
の
　
　
。
・
巳
ロ
9
合
ω
自
皇
｛
8
（
絶
体
判
別
能
力
）
と
い
わ
れ
る
所
以
は
先
決
問
題
の
　
　
一

に
、
大
国
は
拒
否
権
行
使
に
よ
る
積
極
的
反
対
と
は
別
に
く
o
一
9
S
蔓
菩
－
　
　
決
定
自
身
が
拒
否
権
に
懸
っ
て
お
り
、
更
に
そ
の
選
定
す
べ
き
先
決
問
題
の
　
循

．
－
8
ロ
吟
合
ロ
叉
は
エ
合
ひ
6
冨
9
書
ω
自
8
に
よ
っ
て
決
議
拘
束
力
の
免
除
責
　
　
内
容
に
拒
否
権
の
適
用
が
あ
り
う
る
た
め
に
理
事
会
の
如
何
な
る
行
動
も
非
　
　
一

任
回

避を
受
け
う
る
余
地
を
残
す
事
に
な
る
。
こ
れ
は
実
力
あ
る
大
国
が
一
　
　
手
続
的
と
な
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
ソ
連
の
解
釈
は
手
続
事
項
に
関

致
協
力し
て
国
際
平
和
安
全
の
維
持
の
た
め
主
要
な
責
任
を
負
う
と
い
う
国
　
　
す
る
表
決
を
規
定
す
る
憲
章
第
二
七
条
第
二
項
を
脱
漏
し
た
と
同
様
の
結
果

際
連合
の
理
念
に
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
国
と
小
国
と
の
間
の
不
平
等
　
　
と
な
る
。
然
し
其
の
後
此
の
弊
害
を
除
去
す
る
目
的
で
一
九
四
九
年
四
月
に

を
一
層
大
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
会
決
議
が
な
さ
れ
、
そ
の
付
属
書
に
お
い
て
、
連
合
の
活
動
の
申
手
続
事

　
か
かる
法
理
論
上
の
危
惧
に
も
拘
ら
ず
此
の
慣
行
的
解
釈
が
堅
固
さ
を
害
　
　
項
と
思
わ
れ
る
事
項
を
列
記
し
た
の
で
、
二
重
拒
否
権
の
実
行
は
僅
か
四
回

わ

れ
な

い
の
は

何
故か
。
そ
の
理
由
は
、
国
際
連
合
成
立
当
時
の
大
国
間
の
　
　
の
み
に
止
め
る
事
が
出
来
た
。

協
調
は

崩

れ
去り
、
軍
事
的
措
置
の
前
提
た
る
憲
章
第
四
三
条
の
軍
事
協
定
　
　
　
第
三
に
憲
章
第
二
七
条
第
三
項
但
書
（
紛
争
当
事
国
の
強
制
的
棄
権
規
定
）

締
結
は

実
現さ
れ
難
く
、
且
つ
国
際
平
和
安
全
の
維
持
に
必
要
な
別
個
の
緊
　
　
は
拒
否
権
に
よ
り
事
実
上
脱
漏
さ
れ
た
。
棄
権
の
強
制
は
大
国
に
も
小
国
に

急
措
置
－
例
え
ば
d
巳
吟
甘
頓
ら
2
罵
即
8
1
が
一
層
効
果
的
と
な
る
に
　
　
も
不
利
で
あ
る
の
で
此
れ
を
避
く
べ
く
、
×
国
は
提
出
さ
れ
た
問
題
が
「
紛

至
っ

た

た
め
に
、
安
全
保
障
理
事
会
に
お
い
て
重
大
な
拘
束
力
あ
る
決
議
　
　
争
」
と
さ
る
べ
き
か
「
事
態
」
と
さ
る
べ
き
か
の
決
定
に
お
い
て
、
棄
権
の

（工
O
O
」
ω
一
〇
】
P
）
即
ち
強
制
措
置
に
関
す
る
決
定
は
実
際
上
適
用
さ
れ
な
い
と
　
　
強
制
を
受
け
な
い
「
事
態
」
で
あ
る
事
を
拒
否
権
を
背
景
と
し
て
主
張
し
う



る
の
で
あ
る
。
又
、
小
国
の
紛
争
に
つ
い
て
も
依
存
関
係
に
あ
る
大
国
が
問
　
　
し
て
自
己
防
衛
の
た
め
に
必
要
な
集
団
的
自
衛
権
を
憲
章
に
付
加
し
た
（
五

題を
「
紛
争
」
と
し
て
取
扱
わ
せ
な
い
様
に
取
り
計
う
た
め
、
但
書
は
未
だ
　
　
一
条
）
。
　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
要
件
の
認
定
権
は
一
応
行
使
国
自
身
に
あ

実
行さ
れ
た
事
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
が
、
自
衛
行
動
は
理
事
会
が
国
際
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措
置

　
五

　次
に
拒
否
権
は
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
ど
う
い
う
新
動
向
を
も
た
　
　
を
と
る
迄
の
暫
定
的
権
利
で
あ
る
。
然
る
に
必
要
な
措
置
は
拒
否
権
に
よ
り

ら
し
た
か
。
国
際
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
主
要
な
責
任
を
有
す
る
安
全
保
　
　
必
ず
し
も
敏
速
確
実
に
は
採
れ
な
い
か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
一
般
的

障
理
事
会
の
機
能
が
一
部
常
任
理
事
国
の
拒
否
権
に
よ
っ
て
麻
痺
さ
れ
る
に
　
　
安
全
保
障
機
構
の
統
制
を
逃
れ
る
に
至
っ
た
。
地
域
的
取
極
が
集
団
的
自
衛

至り
種
々
の
新
動
向
を
生
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
を
共
の
基
調
と
し
て
採
用
し
両
者
が
結
合
さ
れ
る
時
、
対
外
的
対
抗
的
同

　第
一
に
多
数
決
表
決
方
式
を
採
用
す
る
総
会
の
強
化
で
あ
る
。
　
一
九
四
七
　
　
盟
条
約
と
な
り
、
本
来
の
内
部
的
相
互
索
制
的
な
安
全
保
障
の
性
質
が
変
更

年
に中
間
委
員
会
（
所
謂
小
総
会
）
が
設
置
き
れ
て
安
全
保
障
理
事
会
に
代
　
　
さ
れ
て
来
た
。
例
え
ば
、
N
A
T
O
は
地
域
的
取
極
で
あ
る
が
憲
章
第
五
一

る
べ
き
総
会
の
常
設
性
が
保
障
さ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
に
は
総
会
勧
告
と
し
　
　
条
を
基
調
と
す
る
か
ら
ソ
連
に
対
す
る
対
抗
的
同
盟
条
約
と
な
り
、
国
際
連

て

「
総
会
強
化
及
び
平和
の
た
め
の
統
合
活
動
決
議
」
が
成
立
し
た
。
こ
の
　
　
合
の
補
充
機
構
と
い
う
よ
り
は
そ
の
代
替
機
構
と
な
っ
た
。

決議
は
該
理
事
会
が
拒
否
権
に
よ
り
対
侵
略
措
置
を
採
り
え
ぬ
時
は
二
四
時
　
　
　
第
三
に
原
子
力
管
理
機
関
の
表
決
手
続
に
拒
否
権
を
許
さ
な
い
傾
向
で
あ
　
　
一

間
前
に
予
告
し
て
緊
急
総
会
を
招
集
し
う
る
事
、
招
集
は
該
理
事
会
の
手
続
　
　
る
。
　
一
九
四
六
年
設
置
さ
れ
た
原
子
力
委
員
会
に
お
い
て
ソ
連
は
原
子
力
管
　
π

事
項と
見
倣
れ
る
事
、
各
国
内
に
準
備
す
る
国
連
用
部
隊
は
此
の
場
合
総
会
　
　
理
機
構
は
国
際
平
和
及
び
安
全
に
重
大
関
係
が
あ
る
か
ら
そ
れ
に
関
し
て
主
　
　
一

の

指
揮
に

従う
事
を
定
め
る
。
朝
鮮
出
兵
の
経
験
は
、
た
と
い
此
の
総
会
決
　
　
要
な
責
任
を
有
す
る
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
の
拒
否
権
を
留
保
す

議
が
性
質
上
法
的
拘
束
力
な
き
勧
告
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
お
い
て
多
数
の
　
　
べ
く
主
張
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
米
国
は
違
反
に
対
す
る
有
効
な
監
督
・

国
々
に
従
わ
れ
、
有
効
に
安
全
保
障
の
任
務
を
果
し
う
る
事
を
証
明
し
た
。
　
　
処
江
亘
割
、
カ
ナ
ダ
の
参
加
を
考
慮
し
て
、
新
情
勢
か
ら
来
る
要
求
に
は
憲
章
を

（但し
、
憲
章
に
お
け
る
安
全
保
障
理
亭
会
と
総
会
の
間
の
権
限
分
配
原
則
　
　
新
事
態
に
適
応
さ
せ
る
べ
く
安
全
保
障
理
事
会
か
ら
独
立
の
管
理
機
関
を
国

－
具
体
的
に
は
第
一
一
条
第
二
項
・
第
一
二
条
1
を
綾
り
憲
章
解
釈
上
　
　
際
条
約
に
よ
り
設
置
す
る
事
及
び
拒
否
権
は
認
め
な
い
事
を
主
張
し
た
。
原

幾
つ
か
の
間
題
が
残
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
力
委
は
一
九
五
〇
年
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
今
秋
再
び
軍
縮
と
関
聯
し
て
此

　第
二
に
地
域
的
取
極
の
性
質
の
変
化
で
あ
る
。
憲
章
は
大
前
提
た
る
一
般
　
　
の
問
題
が
採
上
げ
ら
れ
、
同
じ
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
拒
否
権
排

的
集団
安
全
保
障
と
有
機
的
に
調
和
す
る
地
域
的
安
全
保
障
の
み
を
認
め
る
　
　
除
の
主
張
は
国
際
連
合
の
代
替
機
構
を
育
成
し
つ
つ
あ
る
。

（五
二条
一
項
）
の
で
、
地
域
的
取
極
に
基
く
強
制
行
動
は
安
全
保
障
理
事
　
　
　
六
　
最
後
に
拒
否
権
は
ど
う
い
う
改
正
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
先

会
の
許
可
を
要
す
る
。
然
る
に
此
の
許
可
に
大
国
の
反
対
が
あ
る
時
は
強
制
　
　
づ
拒
否
権
の
存
続
を
認
め
ぬ
立
場
か
ら
は
ω
小
国
と
同
地
位
た
る
多
数
決
、

行
動
が
採り
え
な
く
な
る
の
で
、
万
一
こ
れ
に
頼
り
切
れ
ぬ
場
合
の
規
定
と
　
　
6
9
大
小
国
全
体
の
多
数
決
に
大
国
間
の
多
数
決
を
併
用
す
る
事
、
圃
大
国
の



加
重
表
決
制
等
が

考え
ら
れ
、
拒
否
権
の
存
続
を
認
め
て
唯
其
の
適
用
範
囲
　

の
みを
制
限
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
ω
自
国
の
安
全
関
係
事
項
の
み
に
　

制限
す
る
、
6
0
事
件
連
鎖
の
原
則
（
「
解
釈
の
共
同
声
明
」
）
で
手
続
事
項
が

狭く
解
さ
れ
て
い
る
の
を
改
め
て
実
質
的
事
項
の
み
に
制
限
す
る
㈹
第
七
章
　

の

み
に

制
限
する
事
、
㈹
特
に
加
盟
・
制
裁
問
題
を
適
用
範
囲
か
ら
除
外
す
　

る
事
等
が
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
然し
来
る
第
一
〇
年
次
総
会
で
開
催
の
採
択
が
予
想
さ
れ
る
憲
章
修
正
の
　

た
め

の

全
体
会
議
で
は
ソ
連
が
少
数
派
的
地
位
擁
護
の
手
段
を
捨
て
な
い
事

は

明ら
か
で
あ
る
し
、
米
国
内
部
に
も
拒
否
権
に
触
れ
な
い
方
が
よ
い
と
す
　

る
立
場
が
あ
る
の
で
、
°
実
際
は
憲
章
第
二
七
条
第
三
項
・
第
一
〇
八
条
・
第
　

一
〇

九
条第
二
項
の
修
正
の
批
准
は
望
み
薄
で
あ
る
。
最
終
的
解
決
と
し
て
　

集
団

的
脱
退
に
よ
る
国
際
連
合
の
解
体
・
新
国
際
機
構
の
再
編
制
が
残
さ
れ
　

て

いる
が
、
米
ソ
等
五
大
国
は
そ
れ
程
ま
で
に
は
現
状
打
破
主
義
者
で
は
な

7
8

い
の
で
、
結
局
、
憲
章
の
下
に
憲
章
補
充
的
（
或
は
代
替
的
）
な
慣
行
解
釈
　

・

解
釈
の

決
議を
発
展
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
実
質
的
な
修
正
を
試
み
る
他
は
　




